
松江市内の雨水流出抑制施設の設置計画（提案） 

                          土木設計室 藤井 次郎 

 1. まえがき 

松江市内の流域では、遊水機能をもった水田が埋め立てられ、宅地化が進行しており、また、

近年 頻発しているゲリラ豪雨により、浸水頻度(内水被害ポテンシャル)が高まっており、住民

の安全を脅かしている。 

主に水田の宅地化による流域の都市化が著しく進行している。 

水田は豪雨時の一時的遊水池であり、水田が広範囲に宅地化されれば、小規模な洪水貯水池

が失われたことに等しくなる。また、水害に遭いやすい土地が特に選ばれて宅地化が進んでき

ているため、都市化は水害危険地を増加させている。 

本報告は、松江市内でも最も浸水被害が多い比津川を例に、雨水流出抑制施設の設置効果イ

メージを示し、松江市内において内水被害を低減させるために、雨水流出抑制施設の設置が効

果的であることを整理した結果を報告するものです。 

2. 雨水流出形態の変化 

・ 森林や農地などの緑地は保水・遊水能力が大きく、雨を浸透させあるいは窪地に滞留させて、

時間をかけてゆっくりと雨水を流出させる機能をもっている。 

・ 都市化が進行すると、こうした緑地が少なくなるとともに、不浸透面の増加や雨水排水施設

の整備などで、雨水が一気に流出するようになり、保水・遊水機能が極端に低下する。 

・ その結果、旧来は溢れることなく流れていた河川でも雨水を流しきれなくなり、沿川での湛

水が発生するようになる。 

・ また、都市化により地下水補給が少なくなるため、河川(水路)の平常流量の減少、地下水位

の低下、湧水の枯渇等の環境問題が発生する。 

愛知県河川課ホームページ http://www.pref.aichi.jp/kasen/sougouchisuihp/index.html より 
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<河川への流出量の変化> 

・ 対策として、次のようなことが考えられます。 

① 保水･遊水機能を有している山林･農地等を極力保全して、今以上にピーク流出量が大き

くならないようにする方法(開発の場合には流出形態が大きく変わらないように配慮) 

② 市街化により大きくなったピーク流出量を、雨水流出抑制施設を設置することなどによ

って再び小さい状態に戻す方法(特に、小流域で到達時間が短い場合には効果的） 

 3. 雨水流出抑制施設の効果(比津川を例に) 

3.1 効果算定条件(仮定) 

1) 比津川の現況流下能力 

Q＝5.0m3/s 

2) 雨水流出抑制施設の設置位置及び集水面積(図-3.1.1 参照) 

・ CASE1 ･･･ 法吉小学校下洪水調整池(V＝15,000m3) 

・ CASE2 ･･･ みしまや駐車場調整池(V＝3,750m3) 

3) 降雨データ 

平成 21 年 6 月 22 日 

4) 洪水到達時間 

t＝20min 



3.2 解析結果 

解析結果グラフ(ハイドロ、調整池内水深、調節容量)を図-3.2.1 及び図-3.2.2 に示す。 

また、解析条件及び解析結果を表-3.2.1 に整理している。 

表-3.2.1 解析結果一覧表 

 CASE1 CASE2 許容値 備 考 

計画降雨 H21.6.22 H21.6.22   

集水面積(ha) 68 96   

降雨波形 実績 実績   

降雨断続時間(hour) 24 24   

流出係数 0.8 0.8   

最大流入量 Qin(m3/s) 8.61 12.16   

最大放流量 Qout(m3/s) 4.68 8.04   

最大水深(m) 1.69 1.50   

洪水調節容量(m3) 12,705 3,750   

低減率(Qin/Qout) 54.4％ 66.1％   

解析結果より、次のことがいえる。 

・雨水流出抑制施設（以下、調整池）の計画地点において、CASE1 の場合で、ピークカッ  

トが、55％、CASE2 の場合で、65％程度、期待できることがわかった。 

・河川改修で対応した場合には、ピークカット前の流量で、計画することになるため、調

整池下流の河川改修が必要となる。 

・しかし、現況河川周辺には、家屋が密集しており、河川改修ができるような状況ではな

く、現実的ではない。 

・松江市内の河川のように、流域面積が小さく、洪水到達時間が短い場合には、洪水流出

波形がシャープであることから、洪水調節によるピーク流量の低減が効果的である。 
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図-3.2.1(1)　解析結果グラフ(CASE1･･･ハイドロ)

実績降雨(H21.6.22)
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図-3.2.1(3)　解析結果グラフ(CASE1･･･調節容量)

貯留量　V=15,000m3

実績降雨(H21.6.22)
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図-3.2.2(1)　解析結果グラフ(CASE2･･･ハイドロ)

実績降雨(H21.6.22)
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図-3.2.2(3)　解析結果グラフ(CASE2･･･調節容量)

貯留量　V=3,750m3

実績降雨(H21.6.22)


